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研究成果報告書概要 

１ 学校法人名 日本大学     ２ 大学名   日本大学

３ 研究組織名 医学部総合医学研究所・細胞治療研究グループ

４ プロジェクト所在地 東京都板橋区大谷口上町 30-1

５ 研究プロジェクト名 脱分化脂肪細胞を用いた細胞治療の臨床応用に向けた橋渡し研究

６ 研究観点 研究拠点を形成する研究

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

松本 太郎 医学部 教授 

８ プロジェクト参加研究者数 24 名 

９ 該当審査区分 理工・情報 生物・医歯 人文・社会  

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

松本 太郎 
医学部・教

授 

治療用細胞としての特性解

析 

研究の総括、血管新生

能分子機構の解明 

加野 浩一郎 

生 物 資 源

科学部・教

授 

治療用細胞としての特性解

析 

脱分化による多能性獲

得機構の解明 

越永 從道 
医学部・教

授 

治療用細胞としての特性解

析 
ヒト検体の採取・提供

池田 太郎 
医学部・研

究医員 

治療用細胞としての特性解

析 

組織特異的分化指向性

の解明 

槇島 誠 
医学部・教

授 

治療用細胞としての特性解

析 

脱分化による多能性獲

得機構の解明 

野呂 知加子 
生 産 工 学

部・教授 

治療用細胞としての特性解

析 

移植組織内における細

胞特性の解明 

副島 一孝 
医学部・准

教授 

臨床応用に適合した調製法

の確立 

吸引脂肪を用いた調製

法の開発 

上野 高浩 
医学部・兼

任講師 
移植安全性の検討 

遺伝的安定性の検討，

造腫瘍性試験の実施 

風間 智彦 
医学部・助

手 
移植安全性の検討 

遺伝的安定性の検討、

造腫瘍性試験の実施 

徳橋 泰明 医学部・教 DFAT を用いた新規細胞治 難治性骨折に対する細
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授 療の開発 胞治療の開発 

福田 昇 

総 合 科 学

研究所・教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

慢性腎炎に対する細胞

治療の開発 

仲沢 弘明 
医学部・教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

重度熱傷に対する細胞

治療の開発 

高橋 悟 
医学部・教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

腹圧性尿失禁に対する

細胞治療の開発 

大日方 大亮 
医学部・助

教 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

腹圧性尿失禁に対する

細胞治療の開発 

高橋 昌里 
医学部・客

員教授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

平山 篤志 
医学部・研

究所教授 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 

虚血性心疾患に対する

細胞治療の確立 

山口 健哉 
医学部・准

教授 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 
至適移植条件の確立 

石毛 美夏 
医学部・専

任講師 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

谷ヶ崎 博 
医学部・准

教授 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

月村 直樹 
歯学部・准

教授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

歯周病に対する細胞治

療の開発 

秋田 大輔 
歯学部・助

教 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

歯周病に対する細胞治

療の開発 

（共同研究機関等） 

竹内 昌治 

東 京 大 学

生 産 技 術

研究所・教

授 

治療用細胞としての特性解

析 
高次組織誘導法の開発 

興津 輝 

東 京 大 学

生 産 技 術

研究所・特

任教授 

治療用細胞としての特性解

析 
高次組織誘導法の開発 

松峯 元 

東 京 女 子

医科大学・

講師 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 
末梢神経再生法の検討 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

DFAT を用いた新規細

胞治療の開発 
歯学部・准教授 本田 雅規 

歯周病に対する細胞治

療の開発 
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（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

歯学部・准教授 歯学部・准教授 月村 直樹 
歯周病に対する細胞

治療の開発 

歯学部・助教 歯学部・助教 秋田 大輔 
歯周病に対する細胞

治療の開発 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ＤＦＡＴを用いた新規細

胞治療の開発 

大学院総合科学

研究科・教授 
福田 昇 

慢性腎炎に対する細胞

治療の開発 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

大学院総合科学研

究科・教授 
総合科学研究所・教授 福田 昇 

慢性腎炎に対する細

胞治療の開発 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

治療用細胞としての特

性解析 

東京大学生産技

術研究所・准教

授 

竹内 昌治 高次組織誘導法の開発 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東京大学生産技術

研究所・准教授 

東京大学生産技術研究所・

教授 
竹内 昌治 

高次組織誘導法の開

発 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

治療用細胞としての特

性解析 
医学部・助教 池田 太郎 

組織特異的分化指向性

の解明 

（変更の時期：平成 27 年 12 月 1 日） 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・助教 医学部・研究医員 池田 太郎 
組織特異的分化指向

性の解明 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

移植安全性の検討 医学部・准教授 上野 高浩 
遺伝的安定性の検討，

造腫瘍性試験の実施 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・准教授 医学部・兼任講師 上野 高浩 

遺 伝 的 安 定 性 の 検

討，造腫瘍性試験の

実施 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

治療用細胞としての特

性解析 

東京大学生産技

術研究所・特任

准教授 

興津 輝 高次組織誘導法の開発 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東京大学生産技術

研究所・特任准教授 

東京大学生産技術研究所・

特任教授 
興津 輝 

高次組織誘導法の開

発 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ＤＦＡＴを用いた新規細

胞治療の開発 

東京女子医科大

学・助教 
松峯 元 末梢神経再生法の検討 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東京女子医科大学・

助教 
東京女子医科大学・講師 松峯 元 

末梢神経再生法の検

討 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ＤＦＡＴ細胞治療の前臨

床試験 
医学部・助教 石毛 美夏 

造血幹細胞生着促進, 

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

（変更の時期：平成 28 年 5 月 1 日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・助教 医学部・専任講師 石毛 美夏 

造血幹細胞生着促進, 

GVHD 予防を目的とし

た細胞治療の開発 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ＤＦＡＴを用いた新規細

胞治療の開発 
医学部・教授 高橋 昌里 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・教授 医学部・客員教授 高橋 昌里 

造 血 幹 細 胞 生 着 促

進、GVHD 予防を目的

とした細胞治療の開

発 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ＤＦＡＴ細胞治療の前臨

床試験 
医学部・教授 平山 篤志 

虚血性心疾患に対する

細胞治療の確立 

（変更の時期：平成 30 年 4 月 1 日） 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・教授 医学部・研究所教授 平山 篤志 
虚血性心疾患に対す

る細胞治療の確率 
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１１ 研究の概要 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

細胞治療を広く普及させるためには、苦痛を伴わず採取でき簡便に大量調製が可能な移

植用細胞の開発が望まれる。我々の研究グループは、脂肪組織から単離した成熟脂肪細胞

を天井培養という方法で培養することによって得られる細胞群（脱分化脂肪細胞: 

Dedifferentiated fat cells, DFAT）が、間葉系幹細胞(Mesenchymal stem cell, MSC)に類似した

多能性を獲得することを明らかにした。DFATは少量の脂肪組織から均質なMSC様細胞を大

量調製できるため、実用性の高い治療用細胞ソースとして期待できる。本事業では既存の治

療用細胞との比較などを通じて DFAT の治療用細胞としての適性を明らかにし、臨床応用に

適合した DFAT 調製法や品質管理法を確立する。そして下肢虚血モデル動物などを用いて

DFAT 細胞治療の有効性と安全性を検証する。これらのデータを基に DFAT を用いた血管再

生細胞治療の臨床研究の実施を目指す。具体的には、「治療用細胞としての特性解析」、

「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検証」、「DFAT 細胞治療の開発と

前臨床試験」の各テーマに沿って臨床応用に向けた橋渡し研究を展開する。本事業によって

得られる研究成果は、医療経済的にも優れた普遍的な細胞治療の確立に寄与することが予

想される。 

（２）研究組織

1. 研究代表者の役割

研究代表者は、本プロジェクトで実施する研究の総括及び成果発表、研究グループ間の情

報共有、役割分担、知財戦略等の統括を担った。 

2. 各研究者の役割分担や責任体制の明確さ

臨床研究に向けた橋渡し研究では、研究代表者が医学部の複数の診療科における役割分

担や研究課題を取りまとめ、ヒト脂肪組織の採取から臨床試験まで系統的に実施できる研究

体制を形成した。日本大学医学部では、臨床系教室 11 分野（小児科、循環器内科、腎臓内

分泌内科、総合内科、総合外科、小児外科、整形外科、形成外科、心臓血管外科、泌尿器

科、耳鼻咽喉頭頸部外科）および基礎系教室として生化学分野が研究に参加し、有機的な

研究組織を構築した。また医学部以外の学部と共同で行う学際的研究では、4 名のコアメン

バーである加野、野呂、福田、本田(平成 27 年 4 月より月村に変更)が、それぞれ生物資源科

学部、生産工学部、大学院総合科学研究所、歯学部における研究グループの統括を行っ

た。研究代表者および分担者は全員、一般財団法人公正研究推進協会(APRIN) が提供す

る e ラーニングプログラム(CITI Japan)を受講することにより、研究倫理に関する教育を受け

た。 

3. 研究プロジェクトに参加する研究者の人数

本プロジェクトでは、9 名の基礎研究者と、12 名の臨床医学を専門とする研究者及び 3 名の

学外研究者（合計 24 名）が主な研究者として参加した。さらに大学院生、PD、RA、研究員、

研究協力員、臨時職員を含めると合計 76 名の研究者が参加した。 

4. 大学院生・PD 及び RA の人数・活用状況

計 28 名の大学院生、3 名のポスト・ドクター(PD)、2 名のリサーチ・アシスタント（RA）が本プ

ロジェクトに参加した。

5. 研究チーム間の連携状況

研究代表者の松本と 4 名のコアメンバーとはすでに多くの共同研究を行っており、学部横断

的な研究体制が構築されている。研究代表者と 4 名のコアメンバーは医学部で行われるミー
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ティングにて進捗状況の確認や相互評価を定期的に行った。

6. 研究支援体制

日本大学産官学連携知財センター(NUBIC)より知財コーディネーター（2 名）が本事業を担

当し、知財戦略支援を行った。また日本大学医学部では総合医学研究所、医学研究支援部

門、研究事務課が一体となり本事業を側面より支援した。また臨床研究の立案・実施に関し

ては、日本大学医学部附属板橋病院臨床研究センターの支援を受けた。 

7. 共同研究機関との連携状況

大学研究機関として、東京大学・生産技術研究所、東京女子医科大学・形成外科、名古屋

大学・小児科、北海道大学・地球環境科学研究院、福岡歯科大学・再生医学研究センターと

共同研究を実施した。またバイオ関連企業として、株式会社細胞科学研究所、協和発酵キリ

ン株式会社、日水製薬株式会社、協和発酵キリン株式会社、サンプラテック株式会社、株式

会社ジェイテックコーポレーションと共同研究を実施した。

（３）研究施設・設備等

日本大学医学部総合医学研究所の研究拠点として、医学部創立 70 周年記念館(リサーチセ

ンター) 5,722 m2 を中心に、本研究プロジェクトの実験やデータ解析施設として使用した。本研

究施設は 200 名以上の研究者と大学院生が利用している。また本研究プロジェクトの動物実

験施設として医学研究支援部門ラボラトリーアニマル系実験動物施設および医学研究支援

部門生物化学系感染症ゲノムセンターを利用した。研究設備に関しては、本事業において

FACS Aria セルソーター（稼働時間 634 時間）、超低温槽（稼働時間 38,832 時間）、ロータリー

ミクロトーム（稼働時間 160 時間）、CO2インキュベーター（稼働時間 9,888 時間）、マイクロプレ

ートリーダー（稼働時間 146 時間）、倒立型顕微鏡（稼働時間 800 時間）、CO2 制御チャンバー

（稼働時間 1,200 時間）、全自動セルカウンター（稼働時間 40 時間）、サーマルサイクラー（稼

働時間 1,440 時間）、パラフィン包埋装置（稼働時間 345 時間）、ケミルミイメージングシステム

（稼働時間 250 時間）などを整備し、本研究プロジェクトに役立てた。

（４）研究成果の概要

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

① 治療用細胞としての特性解析（達成度 90%）

・皮下脂肪組織に由来する DFAT の遺伝子発現プロファイルは、脂肪組織由来幹細胞(ASC)

と高い相同性を示し、脂肪分化指向性が高いことを明らかにした(図書*4, 学会発表*59, 68, 

75)。また脂肪組織の局在部位の相違により、その組織に由来する DFAT の分化指向性が異

なることを明らかにした（学会発表*21, 101, 103, 145, 159, 167）。

・脱分化による多能性獲得に関わる転写因子の候補を同定した(学会発表*127, 128, 149,

150, 151, 152, 展示会等*4, 6, 8)。

・DFAT を血管内皮細胞と共培養することにより血管構成細胞であるペリサイトへ分化させる

分化誘導系を確立した。また TGFとその細胞内シグナル Smad2/3 経路が DFAT のペリサイ

ト分化の主要経路であることを明らかにした（学会発表*29, 50, 54, 78, 80, 92, 103, 139, インタ

ーネット*11）。 

・アクチン細胞骨格動態変化により脂肪分化が誘導される分子機序を明らかにした(学会発

表*162)。

・マイクロ流体デバイスを用いて作成した DFAT コアシェル型細胞ファイバーから収縮能を有

する機能的平滑筋細胞の誘導に成功した (論文*20)。 

・ヒト頬脂肪体には皮下脂肪に比べ小型の脂肪細胞が多く存在し、この脂肪細胞から調製し

た DFAT は高い骨分化能を示すことを明らかにした(論文*14, 学会発表*102, 109, 129, 164, 
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インターネット*8, 9)。

・ビタミン D 受容体の活性化が、成熟脂肪細胞の脱分化に対し抑制的な作用を示すことを明

らかにした（学会発表*70, 73, 107, 115, 140, 156, 161）。 

・ブタ心外膜脂肪から調製した DFAT が高い心筋分化能を有することを明らかにした(論文*8,

学会発表*111, 120, 146, インターネット*5)。 

・ヒト DFAT の細胞純度や品質を評価するのに適した細胞表面マーカーを同定した(インター

ネット*4)。

・ヒト DFAT から iPS 細胞を作成に成功した(学会発表*88, 96, 124, 148)。

・DFAT の生着率向上や終末分化細胞への効率的分化を目的とした細胞キャリアの検討を

行った（学会発表*3, 9, 10, 14, 27, 28, 47, 64, 67, 99, 131）。 

・DFAT から機能性神経細胞への分化誘導に成功した（学会発表*44, 69, 83, 特許*5）。

・ヒト DFAT の遺伝子発現プロファイルに及ぼす継代培養の影響をクラスター解析及び

X-means 解析を用いて検討した。その結果、初代培養〜第 5 継代までは DFAT が安定な状

態にあるが、7〜10 継代では安定性が低下することを明らかにした。

・ヒト膝蓋下脂肪体から単離した成熟脂肪細胞から DFAT の調製に成功した。また膝窩下脂

肪体由来 DFAT から硝子軟骨様細胞凝集体の誘導に成功した(学会発表*21)。 

・ヒト DFAT の免疫制御能や造血細胞維持能を他細胞と比較し、優れた治療効果を示すこと

を明らかにした(学会発表＊71, 108, 123, 125, 136, 142, 165, 166, 図書 6, 7)。 

・ヒト DFAT が ASC と同等の T 細胞増殖抑制作用、調節性 T 細胞誘導促進作用、Th17 細胞

誘導抑制作用を有することを明らかにした(学会発表*32, 36, 53, 65)。 

・ヒト DFAT 由来エクソソーム中に含まれるマイクロ RNA の網羅的解析を行い、ヒト ASC 由来

エクソソームと比べて特徴的に発現するマイクロ RNA を同定した。

・ヒト DFAT 由来エクソソームが椎間板髄核細胞の増殖促進作用を示すことを明らかにした。

・ヒト DFAT 由来エクソソームが、T 細胞増殖抑制、調節性 T 細胞誘導促進、Th17 細胞誘導

抑制作用を有することを明らかにした(学会発表*32, 36, 53, 56, 65)。 

・タモキシフェン誘導下に脂肪細胞の運命追跡ができる遺伝子改変レポーターマウス

(Adipo-Cre-ERT2/tdTomato-ROSA26 マウス）に皮膚全層欠損を作成し、創傷治癒過程にお

ける脂肪細胞の運命追跡を行った。その結果、皮膚欠損後の組織修復過程で脂肪細胞に由

来する線維芽細胞様の形態を示す細胞が出現し、その一部は肉芽組織内で前駆脂肪細胞

やペリサイトの形質を獲得していることを明らかにした(学会発表*5, 40)。 

・上記レポーターマウスの乳腺脂肪体に乳癌細胞を移植し、癌の進展過程における脂肪細

胞の挙動を検討した。その結果、腫瘍組織中に脂肪細胞に由来する線維芽細胞様細胞が出

現し、その一部は間葉系幹細胞やペリサイトの形質を獲得していることを明らかにした。一

方、癌関連線維芽細胞(CAF)の起源にはなっていないことを示した(学会発表*8)。 

・高血圧自然発症ラット(SHR)において、補体 C3 の発現を介して平滑筋細胞の脱分化が起こ

ることを明らかにした(学会発表*13, 23, 24, 25, 37, 87)。 

・DFAT を「反重力培養装置」で培養すると細胞増殖能や、コラーゲンの産生能が促進するこ

とを明らかにした（学会発表*15, 45）。 

・DFAT と神経芽腫細胞の共培養実験により、DFAT が神経芽腫細胞の神経細胞への分化を

促進することを明らかにした（学会発表*4, 16, 55)。 

・遺伝子導入により DFAT から肝細胞を分化誘導させる方法を明らかにした(受賞*1)。

② 臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検証（達成度 95%）

・臨床グレードの DFAT を調製するために必要なアイソレーターを稼働させ、閉鎖系システム

で DFAT を作成できることを確認した（学会発表*97, 101, 103, 新聞報道*4, 7, 10）。 

・脂肪細胞を容易に効率良く脱分化させるフラスコを設計・開発した（特許*4, 6, 展示会等
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*1）。 

・ヒト DFAT を効率良く増殖させる GMP 準拠培地を開発した（論文*13）。 

・ヒト頬脂肪体から DFAT を効率良く調製する至適酵素濃度を決定した(論文*4, 学会発表

*122, 135, 特許＊1)。 

・軟寒天コロニー形成試験や免疫不全(NOG)マウス皮下移植による造腫瘍性試験を委託実

施し、DFAT に造腫瘍性がないことを確認した(学会発表＊59, 63)。 

・独立行政法人医薬品医療機器総合機構(PMDA)の施設調査を受け、厚生労働省より特定

細胞加工物(DFAT)の製造許可を受けた。 

・ヒト吸引脂肪組織（約 5 mL)から臨床グレードの DFAT を調製し、細胞製造および品質管理

に関するプロトコールを作成した(学会発表＊12, 18, 22, 26, 41, 59, 63, 95, 110, 119, 143)  

・ウサギ下肢虚血モデルに対して自家 DFAT の筋肉内注射を行い、移植部位および主要臓

器に腫瘍形成や異常分化が認められないことを確認した(学会発表 12, 18, 22, 26, 41, 59, 116, 

130, 新聞報道*10, 展示会等＊4, 5)。 

・ブタ下肢虚血モデルに対して自家 DFAT の筋肉内注射を行い、移植部位および主要臓器に

腫瘍形成や異常分化が認められないことを確認した。 

・2 種類の免疫不全ブタ(タクロリムス投与ブタ、IL-2rg ノックアウトブタ)に対し、ヒト DFAT の筋

肉内注射を行い、移植部位および主要臓器に腫瘍形成が認められないことを確認した(学会

発表*7, 17)。 

・健常ボランティアから脂肪吸引を行い、自施設の細胞加工施設(CPF)内にて臨床グレードの

DFAT を調製する臨床研究を実施した。 

 

③ DFAT 細胞治療の開発と前臨床試験（達成度 85%） 

・ヒト DFAT が末梢血単核球や ASC などの細胞に比較して高い血管新生能を示すことを明ら

かにした(論文*17, 学会発表*18, 22, 29, 39, 50, 74, 103, 153, 154, 特許＊3, 新聞報道*5, 6, 

7, 9, 10, 展示会等＊6, 8)。 

・ウサギ下肢虚血モデルに対する自家 DFAT 移植実験を行い、有効性や移植安全性を確認

した(学会発表 12, 18, 22, 26, 41, 59, 74, 90, 116, 130, 新聞報道*5, 6, 7, 9, 10, 展示会等＊4, 

5)。 

・ウサギ下肢虚血モデルに対する DFAT の自家移植は、細胞の凍結・解凍を行っても高い血

管新生効果が期待できることを明らかにした。 

・重症下肢虚血患者を対象とした自家 DFAT 細胞移植による血管再生細胞治療の臨床研究

プロトコルを作成した。 

・マウス脊髄損傷モデルに DFAT 移植すると長期間にわたり運動機能が回復することを示し

た(論文*24, 学会発表*134, 展示会等* 4, 5)。 

・バルーン膣拡張術と両側卵巣摘出を併用したラット持続性腹圧性尿失禁モデルに DFAT を

移植すると、排尿機能が改善することを明らかにした(図書＊9, 展示会等*4, 5, 6, 8) 

・ラット顔面神経切離モデルに DFAT 入りシリコンチューブを用いて架橋すると神経再生が促

進することを明らかにした（論文*3, 23, 学会発表*19, 31, 61,  展示会等*4, 5, 6）。 

・マウス炎症性腸疾患モデルに対する DFAT 細胞移植の治療効果を明らかにした(学会発表

*56，93, 図書*3, 4)。 

・ラット皮膚全層欠損モデルに対する人工真皮移植の際に bFGF と DFAT 移植を併用すると、

真皮再生が促進することを示した(論文*22, 図書*8, 学会発表*46, 51, 58, 60, 66, 72, 78, 105, 

114, 117, 126, 137, 157, 特許*2)。 

・ラット難治性骨折モデルや椎間板変性モデルに対する骨・軟骨再生効果を明らかにした（論

文*5, 9, 学会発表*48, 82, 85, 89, 98, 104, 112, 118, 134, 144, 158, 168）。 

・ラット免疫性腎炎モデルに DFAT を静脈内投与すると尿蛋白や腎機能が改善することを明
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らかにした。またその作用機序が腎臓における抗炎症サイトカイン TSG6 の分泌によることを

明らかにした(論文*21, 図書*2, 5, 学会発表*1, 30, 38, 62, 77, 86, 100, 106, 121, 147, 155)。 

・ラット全層植皮モデルに bFGF 投与と DFAT 移植を併用すると、bFGF 単独投与に比べ移植

皮膚内の血管数が増加することを示した (論文＊19, 図書*10, 学会発表 35, 52, 72, 105, 

126)。 

・ラット皮弁モデルの皮弁基部に DFAT を移植すると皮弁内の血管数が有意に増加し皮弁生

着が促進することを明らかにした(論文＊15, 図書*10, 学会発表 11, 49, 52, 60, 91, 132, 

163)。 

・歯周組織欠損ラットに DFAT を含む乳酸グリコール酸共重合体(PLGA)ブロックの移植を行う

と、歯槽骨、セメント質、歯根膜の再生を促進することを明らかにした（論文＊10, 12, 図書*1, 

学会発表*76, 113, 141, 受賞*3）。 

・ラット下顎骨欠損モデルに DFAT と RCP（リコンビナントペプチド）複合体を移植すると、骨様

硬組織と血管の再生が促進することを明らかにした（論文*1, 学会発表 42) 

・ラット尿管逆流症(VUR)モデルに対する DFAT の治療効果を示した(論文*11, 図書*9)。 

・ラット低酸素性虚血性脳症モデルに対して DFAT 静脈内投与すると海馬のアポトーシス細

胞の減少や運動機能の改善が認められることを明らかにした(論文*6, 学会発表*84) 。 

・マウス急性移植片対宿主病(GVHD)モデルに DFAT を静脈内投与すると、GVHD に伴う体重

減少が抑制され、GVHD の臨床スコアを有意に改善することを明らかにした(論文*7, インタ

ーネット 3)。 

・ラット尾椎椎間板傷害モデルに対して、DFAT を椎間板内注射することにより、椎間板間隙

の狭小化の有意な抑制と、DFATが軟骨様細胞（髄核細胞）に直接分化することを明らかにし

た (論文*9, 学会発表*20, 34, 57, 81, 94, 138, 160, インターネット*1)。 

・ブタ皮膚全層欠損モデルに対して、DFAT を含浸させた人工真皮の移植を行うと、その後の

自家培養表皮移植時に真皮・上皮接合部の基底膜構築が促進されることを明らかにした 

(論文*1, 学会発表*2, 33, 35)。 

・椎間板傷害や受動喫煙によるラット椎間板変性モデルに対し、DFAT を静脈内全身投与す

ることにより椎間板変性が抑制されることを明らかにした(学会発表*20, 48, 82, 89, 104, 112, 

展示会等*8)。 

・コラーゲンゲル充填シリコンチューブ架橋によるラット反回神経再生モデルの作出に成功し

た（学会発表*43）。 

・ラット軟骨欠損モデルに DFAT から分化誘導した軟骨様細胞凝集体を移植すると、軟骨修

復の肉眼的スコア、組織学的スコアが改善することを明らかにした。移植された DFAT由来細

胞凝集体は、移植 2 週間後までは確認できたが 12 週間後には検出が困難になった(論文*3, 

展示会等*5，6，8)。 

・ミニブタ根分岐部欠損モデルに対して病変部に自家 DFAT 移植を行うと、歯周ポケットが改

善することを明らかにした。 

・ラット新生児壊死性腸炎モデルに DFAT を腹腔内投与すると、生存率や肉眼的・組織構造

学的重症度が改善することを明らかにした（特許出願*7, 学会発表*6）。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1. DFAT が、末梢血単核球や線維芽細胞といった他の細胞源と比較しても、ドナー年齢や

継代数に影響されず安定した血管新生作用を示すことを明らかにした。また下肢虚血モ

デルを用いた移植実験により DFAT は高い血流改善作用を示し、安全に移植できること

を確認した（論文*16, 17, 図書*4, 7, 学会発表*18, 22, 39, 41, 59, 90, 101, 103, 116, 153, 

154, 新聞報道*10, 展示会等*1, 4, 5, 6, 8）。これらの研究成果により、平成 30 年度より
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国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)再生医療実用化研究事業に採択さ

れ、重症下肢虚血に対する自家 DFAT 移植による再生医療の治験実施に向けた支援を

受けることになった。 

2. 企業との連携により、従来法より効率的に DFAT を調製できる調製培地や、天井培養を

簡便・容易にする培養フラスコの開発に成功した。開発した培養フラスコは特許出願お

よび意匠出願を行った（特許出願*4, 6, 学会発表*22, 41, インターネット*2, 7, 展示会

等*１, 4）。 

3. ヒト吸引脂肪組織を用いた検討により、臨床グレードの DFAT をアイソレータを用いた閉

鎖系システムで調製する製造法および品質管理法を確立した(学会発表*12, 18, 22, 26, 

41, 59, 63, インターネット*2, 10, 12, 新聞報道*4, 展示会等*1, 4, 5)。 

4. 重症下肢虚血に対する DFAT を用いた細胞治療の臨床研究開始に向け、日本大学医

学部リサーチセンター細胞加工施設(CPF)に対する PMDA の施設調査を受け、厚生労

働省より特定細胞加工物(DFAT)の製造許可を受けた。また適合基準・除外基準、移植

細胞数、評価法などを定め、臨床研究のプロトコル作成を行った(インターネット*6, 12)。 

5. 脂肪特異的レポーターマウスを用いた実験により、創傷治癒過程やがんの進展過程に

おいて、生体内でも脂肪細胞の脱分化が起こることを明らかにした(学会発表*5, 8, 40)。 

6. 重度熱傷などの皮膚再生を目的とした細胞治療に DFAT が有望であることを種々の検

討により明らかにした(論文*22, 図書*8, 学会発表*2, 35, 46, 49, 51, 52, 60, 66, 72, 78, 

105, 114, 117, 126, 137, 157, 特許*2, 新聞報道*8, 展示会等*4, 5, 6, 8, 受賞*2)。 

7. 難治性歯周病に対する DFAT 細胞治療の有効性・安全性を明らかにすることができた。

また頰脂肪体に由来する DFAT が細胞源として有望であることを明らかにした（論文＊

1，4, 10, 12, 図書*1, 学会発表*42，76, 113, 122, 137, 141, 受賞*3, 特許*1, インターネ

ット 8, 9）。 

8. 変形性脊椎症などの骨軟骨疾患に対する DFAT 細胞移植の治療効果や作用メカニズ

ムを明らかにした(論文*5, 9, 18, 学会発表＊20, 48, 57, 81, 82, 89, 94, 98, 104, 112, 134,

138, 144, 158, 159, 160, 167, 168, インターネット＊1，展示会等*4, 5, 6, 7, 8)。

＜課題となった点＞ 

天井培養による脂肪細胞の多分化能獲得メカニズム解明を目指した検討をいろいろな実

験系を用いて実施したが、本プロジェクト終了時までに鍵となる分子メカニズムの同定には至

らなかった。しかし、検討の過程において、脂肪細胞が細胞増殖能を獲得するフェーズと多

分化能を獲得するフェーズでそれぞれ異なったシグナル経路が活性化することや、天井培養

開始直後に脂肪細胞から数種類の液性因子が異なったタイミングで分泌され、これらのオー

トクライン作用が DNA 複製開始のトリガーとなることが強く推測されるなど、一定の進捗はあ

ったと思われる。今後 DFAT を用いた細胞治療の産業化を目指す上で、脂肪細胞の多分化

能獲得メカニズムの解明や DFAT の多能性を担保するバイオマーカーの同定は、知財強化

に直結する重要な研究成果となるため、今後も精力的に研究を継続していく予定である。

血管再生治療用細胞としてDFATの研究開発を進める上で、同じ脂肪組織から調製できる

ASC との性能比較を行い、DFAT の優位性を示すことが重要であると考えた。そこで本プロジ

ェクトでは、ヒト DFAT の調製と同時に、同一ドナーに由来する ASC を調製し、性能比較を行

った。その結果、in vitro の実験系では、DFAT は ASC に比べ、血管新生因子の分泌能や血

管内皮細胞の管腔形成能が高いという結果が得られたが、下肢虚血モデルマウスを用いた

in vivo 移植実験では、治療効果の優位性を示すことができなかった。今後、虚血部の血流や

血管密度の比較のみならず、側副血行路の発達への影響などより詳細な治療効果の評価を

行い、ASC との違いを明確にする予定である。ASC は糖尿病などの基礎疾患があるとその
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性能が低下することが知られおり、糖尿病モデル動物を用いた実験系で、DFAT と ASC の性

能比較試験を行うことにより、DFAT の優位性を示すことができる可能性があると考える。ま

た重症下肢虚血を対象とした新たな治療法として、HGF プラスミドを用いた遺伝子治療や自

家末梢血 CD34 陽性細胞を用いた細胞治療が実用化段階となっている。このような先行して

いる治療法と DFAT 細胞治療との医療経済学的視点も含めた総合的な性能比較が必要とな

ると思われる。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

本プロジェクトでは、「DFAT による細胞治療開発」という共通テーマの元、医学部を中心に

学部横断的な総合医学研究拠点を形成することを目標とした。その結果、医学部、歯学部、

生物資源科学部、生産工学部、総合科学研究所から 76 名に上る研究者が精力的に研究を

実施し、多くの研究成果が得られたことから、その目標はほぼ達成されたと思われる。またプ

ロジェクト開始時より大学院生を中心とした若手研者の育成を念頭においた研究計画を立

て、それを実践した結果、30 名を超える若手研究者の参画が得られ、教育面においても大き

な成果を上げることができた。研究機器に関しては、セルソーター、ロータリーミクロトーム、

CO2 インキュベーター、マイクロプレートリーダー、サーマルサイクラー、倒立型顕微鏡、CO2

制御チャンバー、全自動セルカウンターなど多くの研究機器を整備することができ、これらは

プロジェクト期間中多くの研究者に使用され、本プロジェクトの研究成果に直接つながった。

一部の機器（パラフィン包埋装置、ケミルミイメージングシステム）は、本プロジェクトの最終年

度に既存の機器が経年劣化により使用できなくなったため、急遽整備することになったが、こ

の整備により多くの研究を滞りなく遂行することができた。研究費の分配に関しては、各研究

単位に分担者と定期的にミーティングを行い、必要経費を算出するとともに、発注時にすべて

研究代表者が確認する体制を構築することにより、効率的で研究成果に直結する分配を行う

ことができた。以上の実施内容より、本プロジェクトは日本大学の研究基盤の形成・発展に大

きく寄与し、費用対効果の観点から見ても、十分な成果がえられたと思われる。 

研究テーマ別の進捗度としては、「治療用細胞としての特性解析」では、DFAT の多分化能

獲得メカニズムの解明など一部遅れが生じたが、他の研究はおおむね順調に進捗した。一

方、DFAT 三次元培養による高次組織構築の研究など予定より早く完了した項目もあった。こ

れらの状況から達成度 90%と自己評価した。「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植

安全性の検証」では、日本大学医学部リサーチセンターCPF に設置されているアイソレータを

用いて GMP 準拠した閉鎖系 DFAT 調製システムを構築し、調製した DFAT の品質管理法を

確立するに至った。また調製過程における遺伝的安定性の検証や、移植安全性試験、造腫

瘍性試験を実施し、DFAT の治療用細胞としての安全性・妥当性を明確にすることができた。

担がんマウスに対する移植実験など一部未実施項目は残ったが、当初達成目標としていた

項目はほぼ達成されたと判断し、達成度 95%と自己評価した。「DFAT 細胞治療の開発と前臨

床試験」では、血管再生、皮膚再生、歯槽骨再生に関する研究はほぼ順調に進捗した。

DFAT を用いた血管再生細胞治療の臨床研究については、臨床研究プロトコルの作成を行っ

たが、特定認定再生医療等委員会への申請には至らなかった。これらの状況から達成度

85%と自己評価した。   

 本事業に直接関連する 5 年間の研究成果として、雑誌論文(24 件)、図書（9 件）、学会発表

（168 回）、公開シンポジウム(5 回)がなされた。また本事業に係わる特許出願（7 件）や新聞・

テレビ報道（10 件）などもなされた。まだ論文化に至っていない研究成果が複数あるため、今

後、順次論文化していく予定である。 
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＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

2 名の有識者（評価者 1: 東京都健康長寿医療センター研究所・研究部長 森聖二郎先

生、評価者 2:  東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッシング・輸血部・准教授 長村

登紀子先生）に依頼し、3 年目終了時および 5 年目終了時に外部評価を受けた。そのコメント

と評価スコアを以下に示す。評価スコアは、「研究内容」、「進捗状況」、「成果報告状況」、「産

業財産権」、「社会貢献」についてそれぞれ5: 非常に優れている、4: 優れている、3: 普通、2: 

やや劣っている、1: 劣っている、の 5 段階評価とし、その合計点を算出した。 

【評価者１】 中間評価: DFAT を用いた細胞治療の臨床応用というテーマを共有する個々

の研究者が、基礎から臨床にわたるそれぞれの特異分野を生かしながら、チーム全体として

相補的に関わりながら研究を進めており高く評価できる。細胞特性解析、細胞調製法確立、

前臨床試験という 3 本柱の達成度は現時点で計画通りの水準を維持しており、近い将来、ヒ

トへの臨床応用が十分期待できる（評価スコア 21 点／25 点満点）。最終評価：本プロジェク

トでは、DFAT を用いた血管再生細胞治療の実地臨床導入を主たる目的に設定し、その準備

段階として DFAT の「治療用細胞としての特性解析（自己評価での達成度 90%）」、「臨床応用

に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検証（自己評価での達成度 95%）」、「DFAT 細

胞治療の開発と前臨床試験（自己評価での達成度 85%）」という 3 つのテーマに沿って研究が

進められた。各テーマの達成度は高く、さらに本プロジェクトは日本大学の研究基盤の形成・

発展にも大きく寄与しており、費用対効果の観点から見ても十分な成果がえられたと判断で

きる。今後、本プロジェクトでえられた知見をもとに、重症下肢虚血に対するDFATを用いた細

胞治療の臨床研究の早期開始が期待される（評価スコア 24 点／25 点満点）。

 【評価者２】 中間評価： ①研究内容は、動物モデルを作成して有効性を検証し、それを臨

床応用へ進めており、基礎から臨床応用までの工程がしっかりできている。進捗も、ほぼ計

画通りに行われている点は、高く評価される。②同種細胞としての利用の場合には、将来的

には PMDA と薬事戦略相談の上、再生医療等製品として製剤化を目指す必要があると思わ

れる。臨床研究にてヒトでの POC を確立された後に、導出企業を決めて、進まれることが期

待される。なお、健常ドナーの安全性の担保、どのくらいのドナープールが必要なのかの試

算も必要となると考える（評価スコア 23 点／25 点満点）。最終評価：①オール日本大学と関

連外部研究機関および企業との共同研究という大きな体制を率いて研究を牽引されたこと

は、高く評価される。特に臨床系および基盤的な研究科が参画することで、DFAT の特性解

析、細胞調製法の確立と移植安全性の検証（非臨床安全性）および細胞治療と前臨床有効

性の検証が多方面で進められたこと、特許戦略も十分であり、将来への適応拡大に期待さ

れる。②その一方で、AMED 再生医療実用化研究事業「重症下肢虚血に対する脱分化脂肪

細胞（DFAT)を用いた細胞治療の実用化」に採択されたとのことなので、今後はこの臨床研

究達成に集中することも必要と考える。なお、非臨床安全性（薬理）試験は、PMDA との薬事

戦略相談後に決定されたヒトへ投与する最終産物を以て検証する必要があるため、PMDA と

の薬事戦略相談は欠かせない。③前項において、投与細胞数から勘案した全体の細胞製剤

のスケール感を本事業での動物実験等からも推測されるとよいと考える（評価スコア 23 点

／25 点満点）。 

＜研究期間終了後の展望＞ 

DFAT による血管再生細胞治療の臨床研究に関しては、平成 30 年度より採択を受けてい

る AMED 再生医療実用化研究事業の支援を受け、「重症下肢虚血に対する自家 DFAT 移植
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による細胞治療の First-in-Human 臨床研究」の実施を目指していく。これが実現すれば、世

界初の DFAT を用いた血管再生細胞治療の試みとなる予定である。また同時に治験への円

滑な移行を図るため、PMDA 薬事戦略相談を実施し、臨床に用いる DFAT の品質や安全性

の確認、治験プロトコルの策定などを進める。将来的に重症下肢虚血を対象とした臨床研究

にて安全性と有効性が確認されれば、より患者数の多い脳梗塞や難治性皮膚潰瘍などへ適

応を拡大したいと考えている。また歯科領域、獣医科領域の細胞治療開発といった学部横断

的研究に関しては、平成30年度より採択を受けている日本大学理事長特別研究の研究費な

どを用いて、継続発展させていく予定である。本プロジェクトにより整備した機器・備品は継続

してこれらの研究に活用していく。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

本プロジェクト研究成果の副次的効果として以下の企業連携、特許申請を行った。 

【企業との連携実績】 

1. 株式会社細胞科学研究所：DFAT 調製用培地の開発を行った(2015-2018 年）。

2. 360ip ジャパン株式会社：DFAT 細胞治療に関するベンチャー創出に向けた研究を行った

（2014. 9-2017. 3 JST 大学発新産業創出プログラム START プロジェクト支援型）。

3. 日水製薬株式会社: DFAT 調製用培地の開発を行った(2018 年-現在)。

4. 一般社団法人体性幹細胞臨床研究会：DFAT 培養上清を用いた再生医療開発を行った

（2016-現在)。

5. 協和発酵キリン株式会社：DFAT 及び MSC の大量調製法の開発を行った(2017 年）。

6. サンプラテック株式会社: DFAT 培養フラスコの委託開発を行った(2016 年-現在)。

7. 株式会社ジェイテック・コーポレーション：DFAT 及び MSC の三次元培養に関する研究を

行った(2015-2016 年)。

【特許申請】 

1. ＊出願番号：PCT/JP2015/068658 特願 2014-149676

発明者：本田雅規, 鶴町仁奈, 秋田大輔, 外木守男, 加野浩一郎, 松本太郎

発明の名称：「脱分化脂肪細胞の取得方法」

出願人：日本大学

出願日：2015 年 6 月 29 日

2. *出願番号：特願 2014-226599

発明者：副島一孝, 松本太郎, 風間智彦

発明の名称：「真皮再建用テンプレート」

出願人：日本大学

出願日：2014 年 11 月７日

3. *出願番号：特願 2015-065598

発明者：松本太郎, 風間智彦, 加野浩一郎

発明の名称：「脱分化脂肪細胞を有効成分とする血管再生療法用組成物」

出願人：日本大学

出願日：2015 年 3 月 27 日

4. *出願番号：PCT/JP2016/082413 特願 2015-218569

発明者：松本太郎, 風間智彦, 萩倉一博

発明の名称：「培養容器」
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出願人：日本大学 

出願日：2015 年 11 月 6 日 

 

5. *出願番号：特願 2017-237231 

発明者：杉谷博士, 中野令, 松本太郎, 加野浩一郎 

発明の名称：「哺乳動物由来脱分化脂肪細胞から神経細胞を製造する方法及び哺乳動

物由来の脱分化脂肪細胞から神経細胞への分化誘導用キット」 

出願人：日本大学 

出願日：2017 年 12 月 11 日 

 

6. *出願番号：意願 2018-015323 

発明者：桑原順一, 松本太郎, 風間智彦 

発明の名称：「培養容器」 

出願人：日本大学・株式会社サンプラテック 

出願日：2018 年 7 月 11 日 

 

7. *出願番号:特願 2018-196820 

発明者：松本太郎, 風間智彦, 佐藤義朗, 見松はるか 

発明の名称：「壊死性腸炎治療用組成物」 

出願人：日本大学・名古屋大学 

出願日：2018 年 10 月 18 日 

 

１２ キーワード 

（１）   再生医学          （２）  細胞治療           （３） 間葉系幹細胞       

（４）   血管新生          （５）  脂肪細胞           （６） 脱分化脂肪細胞       

（７）   創傷治癒          （８） 脂肪組織由来幹細胞     

 

１３ 研究発表の状況 

＜雑誌論文＞ 

【本事業に直接関連するもの】 

1. *Soejima K, Kashimura T, Kazama T, Matsumoto T, Nakazawa H. Effect of mature 

adipocyte-derived fat (DFAT) cells on formation of basement membrane after cultured 

epithelial autograft on artificial dermis. Plast Reconstr Surg 2019 In press （査読有) 

2. *Tateno A, Asano M, Akita D, Toriumi T, Tsurumachi-Iwasaki N, Kazama T, Arai Y, 

Matsumoto T, Kano K, Honda M. Transplantation of dedifferentiated fat cells combined 

with a biodegradable type I collagen-recombinant peptide scaffold for critical-size bone 

defects in rats. J Oral Sci 2019 In press (査読有)  

3. *Shimizu M, Matsumine H, Osaki H, Ueta Y, Tsunoda S, Kamei W, Hashimoto K, Niimi Y, 

Watanabe Y, Miyata M, Sakurai H. Adipose-derived stem cells and the stromal vascular 

fraction in polyglycolic-acid (PGA)-collagen nerve conduits promote rat facial nerve 

regeneration. Wound Repair Regen 26(6): 446-455, 2018 (査読有) 

4. *Tsurumachi N, Akita D, Kano K, Matsumoto T, Toriumi T, Kazama T, Oki Y, Tamura Y, 

Tonogi N, Shimizu N, Honda M. Effect of collagenase concentration to isolate small 

adipocytes from human buccal fat pad. J Oral Sci 60(1): 14-23, 2018 （査読有)  

5. *Shimizu M, Matsumoto T, Kikuta S, Ohtaki M, Kano K, Taniguchi H, Saito S, Nagaoka M, 

Tokuhashi Y. Transplantation of dedifferentiated fat cell-derived micromass pellets 
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(DFAT)による血流不全に陥った皮膚南部組織の救済法 (口頭発表). 平成 27 年度日本
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93. *小沼憲祥, 石岡茂樹, 橋本真, 後藤俊平, 小野賀功, 加野浩一郎, 松本太郎：マウス

炎症性腸疾患モデルに対する脱分化脂肪細胞(DFAT)の治療効果 (ポスター発表). 平

成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォー

ラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27

94. *中山渕志, 風間智彦, 加野浩一郎, 徳橋泰明, 松本太郎：ラット椎間板変性モデルに

対する脱分化脂肪細胞(DFAT)移植の効果 (ポスター発表). 平成 27 年度日本大学学部

連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東

京, 2016. 1. 27 

95. *風間智彦, 副島一孝, 加野浩一郎, 松本太郎： 吸引脂肪組織を用いた脱分化脂肪細

胞(DFAT)の調製法の確立. (ポスター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シ

ンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27

96. *橋本真, 小沼憲祥, 小野賀功, 後藤俊平, 古屋武史, 越永従道, 加野浩一郎, 松本太

郎：脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた iPS 細胞の樹立. (ポスター発表), 平成 27 年度日本

大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大

学会館, 東京, 2016. 1. 27 

97. *谷口浩章, 山元智衣, 風間美奈子, 長岡悠紀, 風間智彦, 松本太郎：脱分化脂肪細胞

(DFAT)の臨床用細胞製造と細胞治療への応用. (口頭発表), 平成 27 年度日本大学学

部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 

東京, 2016. 1. 27 

98. *木下豪紀, 風間智彦, 新井嘉則, 長岡正宏, 徳橋泰明, 加野浩一郎, 松本太郎：ラット

難治性骨折モデルにおける脱分化脂肪細胞(DFAT)と副甲状腺ホルモン間歇投与による

効果. (ポスター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日

本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

99. *三浦大輝, 松本太郎, 野呂知加子：幹細胞移植治療のための細胞キャリアの開発. (口

頭発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端
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義, 松本紘一, 相馬正義, 河内裕：免疫性腎炎に対する DFAT 細胞移植による TSG-6

を介した免疫抑制作用. (ポスター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シン

ポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

101. *松本太郎: 脂肪細胞の脱分化機構と再生医療への応用.（特別講演）, 第 21 回美容・ア

ンチエイジング食品研究会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2016. 2. 23

102. *鶴町仁奈，田村瑛子，磯川桂太郎, 清水典佳, 本田雅規: ヒト頬脂肪体から単離した

成熟脂肪細胞の大きさの違いにより獲得した脱分化脂肪細胞の特性の比較解析. (口頭

発表), 第74回日本矯正歯科学会, 福岡国際会議場, 福岡市, 2015. 11. 20 

103. *松本太郎: 脂肪細胞を用いた再生医療（特別講演）, 第 19 回日本内分泌病理学会学

術総会, アバンセ佐賀, 佐賀市, 2015.10. 25

104. *小山公行, 宮方啓行, 風間智彦, 徳橋泰明, 松本太郎: 受動喫煙ラット椎間板モデル
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105. *副島一孝, 樫村勉, 藤原英紀, 風間智彦, 松本太郎, 仲沢弘明：皮膚再生医療におけ
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る脱分化脂肪脂肪(DFAT)細胞の有用性に関する検討 (シンポジウム), 第 24 回日本形

成外科学会基礎学術集会 , 岩手県民会館, 岩手市,  2015. 10. 9 
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て免疫性糸球体腎炎を改善した. (口頭発表), 第 38 回日本高血圧学会総会, ひめぎん

ホール, 松山市, 2015. 10. 9

107. *石澤通康、水島優介、風間智彦、松本太郎、池田和正、槇島誠：マウス脱分化脂肪細

胞の誘導におけるビタミン D シグナルの影響（口演）. 第 348 回脂溶性ビタミン総合委員

会, 東京, 2015. 9. 18 

108. *谷川俊太郎, 大熊啓嗣, 金沢剛二, 西川英里, 下澤克宜, 平井麻衣子, 谷ヶ崎博, 高

橋昌里, 風間智彦, 松本太郎: 臍帯血生着不全モデルマウスに対する胎児付属物由来

幹細胞移植の生着促進効果の検討. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会,

虎ノ門ヒルズフォーラム, 東京, 2015. 7. 21 

109. *鶴町仁奈, 秋田大輔, 松本太郎, 加野浩一郎, 外木守雄, 磯川桂太郎, 本田雅規: ヒ
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解析. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフォーラム, 東京, 

2015. 7. 21 

110. *風間智彦, 副島一孝, 加野浩一郎, 松本太郎: 吸引脂肪組織を利用した脱分化脂肪

細胞 DFAT の調製と機能評価. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門

ヒルズフォーラム, 東京, 2015. 7. 21

111. *遠山一人, 風間智彦, 松本太郎, 加野浩一郎, 平山篤志: ブタ脱分化脂肪細胞の心筋

分化指向性の検討.  (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフォ

ーラム, 東京, 2015. 7. 21 

112. *宮方啓行, 松本太郎, 風間智彦, 小山公行, 上井浩, 徳橋泰明: 受動喫煙によるラット
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114. *副島一孝, 樫村勉, 風間智彦, 松本太郎, 仲沢弘明：脱分化脂肪(DFAT)細胞の再建

真皮上への自家培養表皮生着促進効果に関する検討 (シンポジウム) 第 41 回日本熱

傷学会総会・学術 , 名古屋観光ホテル, 名古屋市,  2015. 6. 18 

115. *石澤通康, 水島優介, 風間智彦, 松本太郎, 池田和正, 槇島誠：成熟脂肪細胞の脱分

化過程及び脱分化後におけるビタミンＤ受容体の関与（口頭発表）. 日本ビタミン学会第

67 回大会, 近畿大学農学部, 奈良市, 2015. 6. 6 

116. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞による再生医療（シンポジウム）, 第 58 回日本糖尿病学会

年次学術集会, 海峡メッセ下関, 下関市, 2015. 5. 22

117. *副島一孝, 松本太郎, 樫村勉, 風間智彦, 加野浩一郎, 仲沢弘明: 文科省大学発新産

業創出拠点(START)プロジェクト 脱分化脂肪細胞(DFAT)の臨床用細胞製造と細胞治

療への応用. (シンポジウム), 第58回日本形成外科学会総会・学術集会, ウェスティン都
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118. *Kinoshita G, Kikuta S, Kazama T, Matsumoto T: Effect of dedifferentiated fat cell

transplantation combined with parathyroid hormone administration on bone formation in a

rat nonunion model. （Poster presentation）, 61th Orthopaedic Research Society Annual 
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関する検討. (口頭発表), 第 14 回日本再生医療学会総会, パシフィコ横浜, 横浜市,
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126. *副島一孝, 樫村勉, 風間智彦, 松本太郎, 仲沢弘明: 脱分化脂肪(DFAT)細胞の自家

培養表皮生着促進効果に関する検討. (ポスター発表), 第 14 回日本再生医療学会総会,
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https://www.dentwave.com/article/honda42/

10. *日本大学ホームページ. 加野浩一郎, 松本太郎. 日本大学の研究 インタビュー 「学

部を横断して取り組む DFAT=ディーファットの研究が期待の再生医療の発展に貢献」

2016, URL: https://www.nihon-u.ac.jp/research/about/interview/

11. *日本大学医学部総合医学研究所紀要 「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業報

告」. 渡邉拓史, 萩倉一博, 風間智彦, 高橋昌里, 松本太郎. マウス脱分化脂肪細胞の

血 管 新 生 作 用 に 関 す る 研 究  3: 71-76, 2015, URL: www.med.nihon-u.ac.jp/

research_institute/bulletin/2015/2015_019

12. *日本大学医学部機能形態学系 細胞再生・移植医学分野ホームページ. 松本太郎, 風

間 智 彦 . 「 脱 分 化 脂 肪 細 胞 (DFAT) を 細 胞 源 と す る 再 生 医 療 」  2015, URL:

www.med.nihon-u.ac.jp/department/saisei/dfat.html

＜これから実施する予定のもの＞ 

 なし 

１４ その他の研究成果等 

【新聞・テレビ報道】 

1. 福田昇：「遺伝子制御、創薬の潮流に がん・腎臓病で」 日本経済新聞 電子版 2019.

2. 3

2. *松本太郎: 「再生医療シンポ開く DFAT、臨床応用の道探る」. 日本大学新聞 第 1337

号 2018. 8. 20

3. *加野浩一郎, 松本太郎: ＮＨＫスペシャル「人体 神秘の巨大ネットワーク第２集 驚き

のパワー！”脂肪と筋肉”が命を守る」. NHK, 2017. 11. 5

4. *松本太郎: 「医学部リサーチセンター」. 日本大学広報特別版, NU excellence 研究者

だより 第 40 号 2016. 10. 1

5. *松本太郎: 「DFAT, iPS 細胞など本学の３研究室が発表」. アカデミックフォーラム. 日

本大学広報 第 697 号, 2016. 6. 15

6. *松本太郎: 「基盤形成支援事業の研究発表 DFAT など５件実施」. 日本大学広報 第

692 号 2016. 3. 15

7. *松本太郎：「３年後には臨床試験へ 脱分化脂肪細胞(DFAT)」 日本大学広報第 676 号

2015. 2. 15

8. *副島一孝：「皮膚再建時の DFAT の有用性を動物実験で確認」 Medical Tribune 2015.

5. 15

9. *松本太郎, 加野浩一郎：「DFAT 研究に熱い視線 バイオジャパン 2015」日本大学広報

第 687 号 2015.11.15

10. *松本太郎：「足の血流改善狙い脂肪から細胞育成」. 日本経済新聞 2015. 12. 21

【展示会等】 
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法人番号 131075 
プロジェクト番号 S1411018 

1. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)による再生医療（出展者プレゼンテーション), 再生

医療 JAPAN2018, パシフィコ横浜, 横浜市, 2018. 10. 12

2. 福田 昇: 皮膚瘢痕に対するヒト TGF-β1 に対する PI ポリアミドの創薬開発 (口頭発表と

ポスター展示) アカデミックフォーラム, 東京, 2018. 1. 24

3. *松本太郎: 日本大学における再生医学研究 (講演), 日本大学医学部オープンキャン

パス, 東京, 2015. 7. 23-24

4. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた細胞治療 (出展者プレゼンテーション),

BioJapan2015, 横浜, 2015.10.16

5. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた細胞治療 (出展者プレゼンテーション), メ

ディカルジャパン 2016 アカデミックフォーラム, 大阪, 2016. 2. 24

6. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)による細胞治療 (出展者プレゼンテーション), ライ

フサイエンスワールド 2016 第 13 回アカデミックフォーラム, 東京, 2016. 5.13

7. *松本太郎: 日本大学における再生医学研究 (講演), 日本大学医学部オープンキャン

パス, 東京, 2016. 7. 28-29

8. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた細胞治療 (出展者プレゼンテーション),

BioJapan2016 再生医療 Japan2016, 東京, 2016.10.14

【本研究プロジェクトに係わる受賞】 

1. ＊萩原玲子, 沖嘉尚, 加野浩一郎: 成熟脂肪細胞に由来する脱分化脂肪細胞 DFAT の

肝細胞への分化.(優秀演題賞), 日本畜産学会第 124 回大会, 東京大学弥生キャンパ

ス, 東京, 2018. 3. 28

2. *Soejima K, Kashimura T, Asami T, Kazama T, Matsumoto T, Nakazawa H. Effects of

mature adipocyte-derived dedifferentiated fat (DFAT) cells on generation and

vascularization of dermis like tissue after artificial dermis grafting. J Plast Surg Hand

Surg 49(1): 25-31, 2015 (第 59 回日本形成外科学会学術奨励賞 2016 年)

3. *秋田大輔, 加野浩一郎, 田村瑛子, 真下貴之, 鶴町仁奈, 新井嘉則, 山中克之, 金子

正, 塩野目桃子, 月村直樹, 松本太郎, 磯川桂太郎, 石上友彦, 本田雅規: DFAT 細胞

による歯周組織再生. (優秀演題賞), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフォ

ーラム, 東京, 2015. 7. 21
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

なし 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

なし 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

なし 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131075

内 訳

備　考

126,517 99,873 0

0

11,900

214,490

226,390

0

0

45,662

0

0

0

0

44,565

0

0

0

45,534

0

0

0 00 0

0 0

0

121,959 92,531 0 0 0 0

4,558 7,342

0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

21,639 24,023

29,155 16,379

28,580 15,985

23,164 18,660

0

4,558 7,342

0

0

0

11,900

36,905

0

41,824

研究費

平
成
2
9
年
度

設 備

装 置

設 備

施 設

装 置

研究費

研究費

装 置

設 備

総 計

総

額

平
成
３
０
年
度

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
8
年
度

研究費

設 備

研究費

施 設

施 設

法人番号

寄付金 その他（ ）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1411018

19,421 17,484

平
成
2
7
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

平
成
2
6
年
度

施 設

設 備
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131075法人番号

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

H12年度 5,722　㎡ 8 20 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 日本大学

S41年度 1,331　㎡ 4 13 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 日本大学

※ 私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

医学部創設70周年記念
館（リサーチセンター）

実験医学研究所

補助主体

補助主体

私学助成

該当なし

7,342BD，Facs Aria 1 466.5FACS AriaⅡuセルソーター H26年度 11,900

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

該当なし

台　　数型　　番

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数

事業経費 補助金額

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称

（情報処理関係設備）

整備年度

（研究設備）
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131075法人番号

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

0 0

計 3,733 3,733

※所定福利費等を含む

0 0

6,435

計 20,427 20,427

学会参加費

513 学内1人　

27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0
0 0

教育研究用機器備品 16,051 研究用機器 16,051 CO2インキュベータ―、極微量分光光度計　他

研　　　究　　　ス タ　　　ッ　　　フ 関　　　係　　　支　　　出

0

16,051

※所定福利費等を含む

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

6,7926,792

計 13,549 13,549

研究支援推進経費 0 0

学内2人

リサーチ・アシスタント 3,733 リサーチ・アシスタント 3,733 学内2人

ポスト・ドクター 0 0

計 11,229 11,229

研　　　究　　　ス タ　　　ッ　　　フ 関　　　係　　　支　　　出

6,435

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 11,229 研究用機器 11,229 iMarkマイクロプレートリーダー　他

計

図　　　　書

3,650 研究補助 3,650 時給　1,100円，年間時間数　2,541時間，実人数 2人

教育研究経費支出

人件費支出 1,881 研究補助 1,881 時給 　 950円，年間時間数　1,526時間，実人数1人

（兼務職員） 904 研究補助 904 時給　1,000円，年間時間数　　804時間，実人数1人

ア ル　　　バ　　　イ ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　 修繕費 　） 4,348 機器修繕 4,348 X線照射装置修理

（　　雑費　　） 61 学会参加 61

512 検査委託料
旅費交通費 316 学会旅費 316 学会旅費(福岡、富山、名古屋、大阪)

報酬・委託料 512 業務委託

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

消　耗　品　費 15,190 研究用消耗品 15,190 試薬、実験動物、プラステック製品

光　熱　水　費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

年　　　度

研究支援推進経費

計 513

学会旅費(仙台、神戸、和歌山)
検査委託料
超低温槽修理
学会参加費

513

積　　算　　内　　訳

3,817

896 896
2,079
3,817

ア ル　　　バ　　　イ ト　　　関　　　係　　　支　　　出

研究補助 時給　　950円，年間時間数　941.5時間，実人数1人

機器修繕

学内1人

計 16,051

0

リサーチ・アシスタント 513

0

時給　1,050円，年間時間数　1,576時間，実人数1人2,079 研究補助
研究補助

0

月給　280,000円，年間時間数 1,464時間，実人数 1人

977
学会参加 42

97
業務委託833

977
42

研究試料送付 12

学会旅費
833

0
97

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、実験動物、プラスチック製品

支　出　額

研究用消耗品11,588

光　熱　水　費

（　 修繕費 　）
報酬・委託料

金　　額

11,588

リサーチ・アシスタント

計

図　　　　書

（　　雑費　　）

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

12 研究試料運搬
0

教育研究経費支出

人件費支出
（兼務職員）

印刷製本費
旅費交通費

年　　　度

通信運搬費

26
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  平成 年度

  平成 年度

※所定福利費等を含む

研究補助 385 時給　1,100円，年間時間数　297時間，実人数 1人

計 8,110 8,110 学内3人　

研究補助

計 21,158

ポスト・ドクター 4,632 ポスト・ドクトラル・フェロー

938

研　　　究　　　ス タ　　　ッ　　　フ 関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,478 リサーチ・アシスタント

学内1人

人件費支出 3,987 研究補助

報酬・委託料

研究支援推進経費 0 0

3,478 学内2人

4,632

図　　　　書 0 0

計 7,214 7,214

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 7,214 研究用機器 7,214 全自動セルカウンター　他

教育研究経費支出 0 0

計 4,944 4,944

研究補助 1,550 時給　1,100円，年間時間数　1,128時間，実人数 1人

※所定福利費等を含む

研究補助 969 時給　1,000円，年間時間数　951時間，実人数 1人

（兼務職員） 研究補助 2,425 時給　1,250円，年間時間数　1,605時間，実人数 1人

旅費交通費 66 学会旅費 66 学会旅費（仙台）

通信運搬費 0 0

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

28年　　　度

計 11,328 11,328 学内3人

ポスト・ドクター 11,328 ポスト・ドクトラル・フェロー 11,328 学内3人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス タ　　　ッ　　　フ 関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 9,061 9,061

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 9,061 研究用機器 9,061 オールインワン蛍光顕微鏡等

教育研究経費支出 0 0

計 3,987 3,987

21,158

ア ル　　　バ　　　イ ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給　1,000円，年間時間数　917時間，実人数 1人

2,664 時給　1,400円，年間時間数　1432時間，実人数 1人（兼務職員）

5,408 業務委託 5,408 検査委託料

（雑費） 27 学会参加費 27 学会参加費等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 283 学会旅費 283 学会参加旅費（沖縄等）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 3 輸送 3 サンプル輸送のための宅配代金

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,868 研究用消耗品 13,868 実験動物用飼料，試薬，実験動物，プラスチック製品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 24,297 24,297

年　　　度 29

ア ル　　　バ　　　イ ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,944

（　 修繕費 　） 1,731 機器修繕 1,731 ピペットマン修理、ディープフリーザー修理

（　　雑費　　） 15 学会参加 15 学会参加費

報酬・委託料 1,634 業務委託 1,634 検査委託料、パラフィンブロック作製

（修繕費） 1,569 機器修繕 1,569 オートクレープ処理，遠心機修理，ピペットマン修理等

印刷製本費 0 0

光　熱　水　費 0 0
消　耗　品　費 20,851 研究用消耗品 20,851 試薬、実験動物、プラステック製品
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  平成 年度

※所定福利費等を含む

計 8,132 8,132 学内2人

ポスト・ドクター 8,132 ポスト・ドクトラル・フェロー 8,132 学内2人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス タ　　　ッ　　　フ 関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 12,767 12,767

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,767 研究用機器 12,767 マルチ検出モードプレートリーダー等

教育研究経費支出
計 3,454 3,454

人件費支出 3,454 研究補助 831 時給　1,000円，年間時間数　827時間，実人数 1人

（兼務職員） 研究補助 2,623 時給　1,550円，年間時間数　1430時間，実人数 1人

計 21,309 21,309

ア ル　　　バ　　　イ ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 852 業務委託 852 検査委託・英文校正

（雑費） 24 学会参加 24 学会参加費等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 387 学会旅費 387 学会参加旅費（大阪，上海等）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 152 輸送 152 サンプル輸送のための宅配代金

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,640 研究用消耗品 16,640 試薬，実験動物，実験器具等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 30

（修繕費） 3,254 機器修繕 3,254 共焦点レーザー顕微鏡，iMac修理
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